
ABCI 3.0開発加速利用 （2025年度）成果概要（公開用）

課題名：ＡＩの安全性確保に関する研究開 発・検証等の
推進事業／日本語版医療 特 型ＬＬＭ 化の社会実装に向
けた安全性検証・実証

実施時期： 令和7年度
所属機関名：さくらインターネット株式会社
代表者氏名：小西史一

成果概要：医療機関がLLMを活用する際、クラウドLLMへの患者情報送信によるデータ主権リスクが構造的課題となっている。本事業では、患者
データを院外に出さずに利用できるフロンティアモデル級の国産医療LLMの構築を目指し、データ調達、モデル開発、安全性検証、ユースケース
検証の4項目を実施した。独自収集のデータを用いて高性能かつ安全な日本語版医療LLMおよび周辺システムを開発後、実際の医療機関データを用
いて、６情報の変換・３文書の生成・レジストリの生成のユースケース検証を行った。

成果のポイント：ABCIでは、東京科学大学のチームが、Swallowコーパスを活用した汎用追加学習モデル（Qwen3-Swallow系、GPT-OSS-Swallow-120B）および医療
特化モデル（medical-qwen系、Medical-GPT-OSS-Swallow-120B）を開発した。

成果についてより詳細な情報を提供しているWebページ、発表論文などの情報：
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